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御殿場市
防災リーダー等ステップアップ研修

男女が共に担う地域防災
～令和６年能登半島地震に学ぶ現状と課題～

本資料をインターネット・SNSへ掲載しないで
ください。地域で活用されたい場合は、ご一
報ください。



内 容

１ 令和６年能登半島地震の経験から

性別・立場に応じた支援の現状と課題

２ 共に支え助け合う地域防災の体制へ

静岡県の施策と現状
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能登半島地震：女性たちの経験

調査期間：2024年3月21日～4月2日 調査参加者：13名
項目 内訳

年代 10代～70代
居住地 能登の自治体（10）、金沢市の避難先、能登と二次避難先を往

復、支援者として能登と居住地を往復（各1）
職業など 観光業（2）、医療、福祉、農業・食品加工業、地方議員、民生

委員、職業訓練中、就業準備中、協業組合、一次産業を中心とし
た複数の職業、 支援団体職員、高校生（各1）、

地域学校役員の経験 地域自治組織の役職（2）、学校役員、地域婦人会役員（各1）
U・Iターンの経験 Uターン者（5）、Iターン者（1）

令和6年能登半島地震の女性の経験と思いに関するヒアリング調査
http://gdrr.org/2024/04/1730/

概要版 報告書
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【調査の目的】

• 被災した自治体や支援団体の備えや発災時の対応、復旧

・復興の取組など、「男女共同参画の視点からの防災・復

興ガイドライン」に基づく災害対応状況を把握する

• 課題と好事例を整理し、今後の改善に向けた取組の方向

をとりまとめる

【調査期間】

【アンケート調査】 11月1日～12月6日、 1月14日～２月3日

【ヒアリング調査】 12月20日～２月21日

【調査対象】

①被災自治体 （県、市町）  45 団体 （回収率88.2％）

②応援自治体 （都道府県、市町村） 637 団体 ー

③男女共同参画センター 255 団体 （回収率69.1％）

④民間支援団体 39 団体 ー

概要版

報告書
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「令和６年度男女共同参画の視点からの能登半島地震対
応状況調査」の概要

https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/not
ohanto_r7_research.html



 着替えや授乳

 雑魚寝が続く

 乳幼児・障害を持つ人/
認知症の人、その家族
⇒避難所に居られない
⇒支援につながらない

 避難所間の格差

避難生活の環境（プライバシー・衛生）

【インタビューより】
「発災後しばらくは命を守ることに注力するなかで、更
衣室が用意されずに、布団の中で着替えていた。プライ
バシーの問題は後回しになっていた。」

―避難所運営の支援にあたった女性 (60代)

西日本新聞

毎日新聞
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『令和６年度男女共同参画の視点からの能登半島地震対応
状況調査』より池田作成

• 指定一般避難所が1月31日以降も開設されていた14市町において、避難所における男
女共同参画の視点による取組がいつ頃から開始されたか

※ 早い対応あり：間仕切り、トイレ（男女別に離れた位置、照明）、名簿管理
※ あまり対応がない：運営体制（女性責任者の配置、性別に固定した分担）、

子育て家庭への支援
※ 早くやるか、やらないか 自治体間の差が大きい
※ 市町による格差は、被災の度合いや市町部の違いによる差とは関係ない
※ 避難所の取り組みが多い市町は、車中泊者、在宅避難者への支援も多い
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授乳室の設置 1 2 1 10 14
キッズスペースの設置 2 1 2 9 14
男女別更衣室の設置 6 2 1 5 14
間仕切りによるプライバシー保護 9 3 1 1 14
男女別トイレを離れた位置に設置 7 0 1 6 14
女性トイレを男性より多めに設置 6 0 1 7 14
トイレの個室や経路の照明 12 1 0 1 14
責任者に男女を配置 5 0 0 9 14
固定的役割分担とならない分担 5 0 1 8 14
相談室・意見箱の設置、相談体制 4 2 1 7 14
名簿管理の情報管理の徹底 7 1 1 5 14
男女が共に行う防犯のための巡回警備 6 1 1 6 14
性暴力・DVン防止のポスター掲示 2 7 1 4 14
犯罪が起きにくいレイアウト 6 2 1 5 14

合計指定一般避難所における男女共同参画の取組

運営・
ルール

安全対策

1週間以内1か月以内
それ以降
時期不明

実施せず
把握せず

子育て

プライバシー

トイレ



『令和６年度男女共同参画の視点からの能
登半島地震対応状況調査』より池田作成

計画文章への記載 ＋ 職員研修 関係団体との連携＋

対象：指定一般避難
所が1月31日以降も
開設されていた14市
町
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• 避難所の設備・体制ができた理由



『令和６年度男女共同参画の視点からの能
登半島地震対応状況調査』より池田作成

女性職員の配置 関係団体との連携＋

対象：指定一般避難
所が1月31日以降も
開設されていた14市
町

①男女共同参画の視点
による取り組みが多い
自治体は、複数の手
段でニーズ把握を行
い、連携団体の種類
も多い。

②ニーズへの対応（母
子支援、暴力対策な
ど）も、多様な団体と
の連携を通して行わ
れている。
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避難所におけるニーズ把握方法



『令和６年度男女共同参画の視点からの能
登半島地震対応状況調査』より池田作成

• 在宅避難者、車中泊者への男女共同参画の視点による取組の状況

在宅避難者への取組を行った自治体数
（指定一般避難所が1月31日以降も開設されていた14市町のうち）

車中泊者への取組を行った自治体数（車中泊者の有無を把握した11市町のうち）
在宅避難者への取組 実施団体数
妊産婦や乳幼児等の保健衛生・栄養管理の対策（相談など） 2
防犯対策(夜間パトロールなど） 2
名簿の登録 3
男女のニーズに応じた支援物資の提供 2
男女のニーズに応じた情報の提供 2
男女別のニーズ把握 0
その他 2
特にない 5

在宅避難者への取組 実施団体数
妊産婦や乳幼児等の保健衛生・栄養管理の対策（相談など） 3
防犯対策(夜間パトロールなど） 3
名簿の登録 2
男女のニーズに応じた支援物資の提供 2
男女のニーズに応じた情報の提供 2
男女別のニーズ把握 0
その他 1
特にない 7
把握していない 2
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7

物資の不足と配布方法

女性・乳幼児・
介護用品の不足

男性のみによる配布

在宅避難者が物資を
受け取れず

【インタビューより】
「物資を担当するのは男性。下着を選
んでいるときに男の人がまわりにいて
見ている。若い女性みんなで取りにい
った。悪気はないが、それが不快だ、
ということは結びつかないんだなと思
った。 」

―避難所を利用した女性10



『令和６年度男女共同参画
の視点からの能登半島地震
対応状況調査』より

Data

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で
・
・
・
物
資
の
充
足
度

対
象
：
被
災
41
市
町
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健康の問題
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持病・介護度の悪化、感染症

男性はストレスを貯めこみがち

女性の疾患、妊産婦の医療支援不足

エコノミークラス症候群の重症患者の7-8割は女性



• 令和7年2月末時点。

• 石川県が発表した死者（災害関連死を除く）のうち、警察が取り
扱った226名について。（死者・行方不明者は594名、うち災害関連
死364名。）

• 年代別では70代が61名と最多で、80代50名、90代26名が続き、
70代以上が約6割を占めた。

Data 令和6年能登半島地震死者の死因及び年代

内閣府『令和７年度防災白書』より
13



Data 令和6年能登半島地震で・・・災害関連死

石川県庁 「令和６年能登半島地震による
人的・建物被害の状況について」第２１
５報令和７年９月３日

令和6年能登半島地震で（石川県）・・・

 直接死は228人
関連死認定は、415人 （R7.9.3現在）

 年齢が公表されている136名 （R7.2現在）のうち
80代以上が8割を占めた

内閣府 『令和７年度防災白書』より 14



避難所運営や復興協議への参画

責任者や委員は大半が男性

女性や障害者等が参画でき
ない

被災者の半数を占める女性特有
の要望、被災者支援の質を左右する
栄養・衛生・育児・介護等の経験・知
識が反映されない。

【インタビューより】
「同じ地域の人が集まっている避難所で何か言ってしまうと、その
後の住みづらさにつながると考えるんだと思う。今は我慢。」
「男性だけが区長候補の対象。誰か区長をしなければならない、
となったときに女性が候補にあがることはない。女性が候補にの
ぼれないというのもあるが、女性自身が手をあげない。」

―働きながら子育てする女性 (30代） 15



若い世代には耐えられない

能登半島地震：見えてきた課題

【インタビューより】

「私の同世代や、それよりも若い人はもともと地域に少なかったし、さらに今回の
震災で数少ない若者たちが地元を離れていきました。私の知っている限り、『戻っ
てこない』って言っている人のほうが圧倒的に多いです。」

「避難所生活のなかでは、女性は、高齢男性たちから『かあちゃん』として、地域
の嫁として用事を言いつけられる。避難所を出て在宅避難をし始めた知人の女性
ところにも、避難所で炊き出しをするように連絡が来ていた。若い世代からすると、
そのような価値観は耐えられない。私が知る限りの数少ない私と同世代の人の
多くは地域を離れたが、避難生活でこうした地域の価値観が見えたことが、地元
を出た原因の一つではないか。」

―高校卒業後一度故郷を離れるも、Ｕターンして地域で働きながら子育て
する女性 (30代)
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A避難所

• 自主避難所

• 70-80名が生活

• 1月末で閉鎖
（1/26 学校再開）

Bさん（69歳、女性）

• 防災士

• 生産組合を退職後、パート

• 女性会、女性防災士会

A避難所運営を任されたBさんの手記より

閉鎖直前のA避難所の様子
（産経新聞 2024/1/30）
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Bさん手記：発災～1/4
1/1 住民300人が避難したお寺

• トイレは、汚物が山盛りだった。数人に呼び掛けて汚物をどかし、
新聞紙をちぎって入れたごみ袋を便器にかぶせて簡易トイレを用
意した。その場でトイレの使い方のルールを定めて、一つのごみ
袋で3人まで使うよう、住民に説明した。

• 車いすの人、高齢者が多かったので、「医療関係者いませんか」と
募ったところ10名ほど名乗り出た。お寺の一室に医療室を作った。

1/4 避難所へ

• その後、地区の学校が避難所となったものの、運営できる人材が
おらず混乱。町会、壮年会、女性会、民生委員・・・・被災して地区
を離れた人が多く、半数もいない。機能しない。

• 地域の男性リーダーから運営を任せられ、１か月間、避難所の環
境整備から在宅避難者の支援に至るまで、現場を取り仕切った。
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Bさん手記：避難環境の改善
1/4

1/9

1/4
• ストーブの周りに50人、テント

1/5
• 第一回対策会議
• 受付（女性ボランティアが聞き取り）

調理室、救護室（ランチルーム）、
ベビールーム（和室）

• 汚物のみ回収開始
• 地元の飲食店からお弁当受け入れ
1/6
• 段ボールベッド・仕切り届く
• 携帯の充電場所を設置
1/8
• 物資配布の時間を10-16時に限定

• 物資配布場所を別の場所へ移動

別の避難所（西日本新聞、2024/1/8）
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Bさん手記：物資受け入れと配布
1/8 1/8

• 物資受け入れの体制整う
• 物資の配布場所を移動
• 体育館 搬入の度、温度が下がる

外部の人が物資を取りに来る度
感染症の心配

• 水（断水続く）は、青年団、壮年会が管理
• 日用品、食品は女性部が管理（常時3名）

【インタビューより】
避難所のレイアウトを変更して物資を別の場
所に、女性が物資を管理・配布した。断水が
続いたので水の配布もあり、男性が対応する
ことにした。在宅避難している人にも取りに来
てもらい、その際に安否確認ができるように
リストを作って記入してもらった。
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Bさん手記：健康の問題

感染症
教室４つを隔離室へ1/11 インフルエンザ、コロナ発生

1/15 コロナ2名
1/19 コロナ8名（隔離室6、自宅2）

感染症の対策
1/12 炊き出しから高齢女性を外す
1/14 毎朝検温、体調の聞き取り開始、消毒、手洗いの周知

ペットボトルに日付を入れる（飲み残さない）

そのほか
1/14 薬が切れる人が多くなる

メンタル面
1/7 「体が食事を受け付けない」と泣く
1/9 余震が怖く、夜中に起きだして話し出す
1/17 「皆疲れ切っているので言動に注意すること」
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Bさん手記：安全の問題

1/17 祖母と避難していた特別支援学校に通う中学生女子が、男性

のテントに招き入れられる

1/20 シャワーが届く
奇数日=男性、偶数日=女性 ルールを決める

男性のリーダーへ、安全対策を考えてと依頼

【インタビューより】
「避難所の中で男性による複数の女性へのつきまといがあった。一
応警察には連絡して相談した。ただ、警察ができることは、防犯用
のブザーを渡すことくらいだった。」

―避難所を利用した女性 (年代は伏せる)
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能登半島地震：女性たちも力を発揮した

【事例】命と健康を守る初動期の支援
職場に避難者を受け入れ（女性:30代、40代）
家族の安否確認もできないなか、避難してきた住民約50人を職場の施設で受
け入れた。備蓄の水や食料等を提供。家が倒壊した住民が2週間、滞在した。

職場のある建物を自身の判断で福祉避難スペースに定める（女性: 50代）
福祉避難所になるはずの施設はすべて壊滅した。そこで、指定避難所となってい
た自身の職場がある建物の1Fの部屋に、「福祉避難所スペースです」と張り紙をし
て、車いすユーザーや介護が必要な人を、介助者も含めて受け入れることができた。

一時避難場所と避難所の混乱状態を統率する（女性: 60代）
住民300人が避難したお寺のトイレは、汚物が山盛りだった。数人に呼び掛けて
汚物をどかし、新聞紙をちぎって入れたごみ袋を便器にかぶせて簡易トイレを用意
した。その場でトイレの使い方のルールを定めて住民に説明した。
その後、地区の学校が避難所となったものの、運営できる人材がおらず混乱して
いたところ、地域の男性リーダーから運営を任せられ、１か月間、避難所の環境
整備から在宅避難者の支援に至るまで、現場を取り仕切った。
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能登半島地震：女性たちも力を発揮した

【事例】 子ども・子育て中の母親の居場所
避難所や在宅避難者の家を自主的にまわってニーズを確認（女性: 50代）
子どもの居場所が避難所に無く、学校が再開されないなか子どもを置いて仕事
に行くことを懸念する母親もいたため、避難所の１室に子ども部屋を開設した。
地元の保育士２－４名が対応し、12、13組の親子が利用した。母親のための
ワークショップも開催したところ、「こういったことに協力したい、アイデアもある」とい
う声が聞かれ、支援する側の人を増やす効果もあった。

【事例】 避難者が炊き出しの負担から脱する仕組みづくり
女性（30代）は、自ら被災しながらも炊き出しをしようと地元の料理人に声を
かけて調理を効率化し、SNSを駆使して外からのボランティアを積極的に呼んで、
被災者が炊き出しをしなくてもよいように、タイムスケジュールを作った。

【事例】 物資支援を通じた安否確認と連絡先リストづくり
避難所のレイアウトを変更して物資を別の場所に、女性が物資を管理・配布し
た。断水が続いたので水の配布もあり、男性が対応することにした。在宅避難し
ている人にも取りに来てもらい、その際に安否確認ができるようにした。それで
1000世帯のリストを作って安否確認をした。 女性（60代） 24



性別の視点による災害支援とは

体の作りに応じた支
援

• 物資
（例：生理用品）

• 更衣室

• 授乳室

• トイレ

日常の性別役割に
沿った支援

• 女性は、食事の用意、
育児・介護

• 男性は、リーダー役

性別役割を乗り越え
担い手を増やす支援

• 役割分担を性別で
決めつけない

• 女性も意思決定の
場へ参画
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【自主防災組織】
 会長が60歳以上…84％（70歳～ 33％）

 会長が男性…99 % （全国平均,96％）
（平成28年度調査）

 54％で女性の役員が不在

 強固な性別役割分担

【防災訓練など】
 避難所運営ができる 36％、

運営に不安がある 64％

静岡県危機管理部 2023年「令和４年度 自主防災組織実態調査」より

26

• 担い手の高齢化
• 若い層の地域離れ
• 男性中心の意思決定
• 強固な性別役割分担

• 避難所運営訓練実施率の低さ
• 地域自治組織に単独依存

＝テーマ型団体など多様な支援
が可能な団体との
コーディネーション機能の欠如

地域の防災 このままで大丈夫？



「令和４年度自主防災組織実態調査」より
• 静岡県＝自主防災発祥の地だが、果たして・・・・・

令和4年の段階で県内の自主防災組織は、5,158組織

• 女性役員ゼロ 徐々に減ってきてはいるが 半数以上でゼロ

27



• 各地の女性防災講座は一向に下火になる気配がない

• 女性グループによる地域防災活動の実践報告は着実に増加

地域組織とつな
がっていない？

28

• 役員に女性がいない自主防災組織42.0%
（結成率は73.0％）、

39.2％の市区町村は無回答、
実態把握すらされていない？

『2017年度女性・地域住民から見た防災・災害リスク
削減策に関する調査』 [大沢編 2019]

どう理解すればよい？

[池田 2019b；Team防
災ジャパン・ウェブサ
イトなど]

我々は女性ウエルカムです。
そういう女性がどこにいるのかわか
らない状況です。女性防災研修の修
了生名簿の存在も知りませんでした。
静岡県地域防災活動推進委員T氏

防災の学びをする女性は多い。しかし・・・

若者・若手は？



県・危機管理部、令和4年、
「地域防災活動マニュアル」
「ふじのくに防災ナビ」（概要版）

https://asset.hinanjyo.jp/shizuoka/pdf/regional_disaster_prevention_activity_manual.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/002/bousainavi.pdf 29

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/002/bousainavi.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/002/bousainavi.pdf


• 研修や人材育成は行われてきた

• 防災を学び、地域で活動したい女性は増えた

• しかし、自主防災組織に女性の役員は増えていない

• 啓蒙啓発、計画やマニュアルへの記載も行われてきた

• しかしそれだけでは、変化は少なかった

何が問題なのか？ どうすればよいか？

静岡県では・・・・
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身近な地域における防災まちづくりの担い手

家族

職場

保育
施設

学校
介護
施設

当事者
団体

近所
町内会

消防団

商店・
企業

交通
機関

ライフ
ライン

病院

行政

自主防
災組織

自助
組織

地縁組織

市民
団体

NPO

自治会

志縁組織

福祉
施設
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静岡県
～男女共同参画の視点から～
みんなが共に支え助け合う防災ブック
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/da
njokyodo/1058838.html#group1

１．みんなが安心して過ごせる避難所

２．男女が共に担い手になる自主防災組織

３．地域のみんなが参加する防災訓練
32

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1058838.html#group1
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1058838.html#group1
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災害対応力を強化する女性の視点
～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイ
ドライン～

避難所チェックシート
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災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～

備蓄チェックシート 授乳アセスメントシート
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ありがとうございました
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